
消耗品費 9,280円　印刷製本費 65,425円　補助金 243,147円

備　 考

項 5 社会教育費 目 1 社会教育総務費

特定財源の名称・金額

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 9 教育費

  うち繰越分↓
700,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 605,390

  うち繰越分↓
317,852

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

700,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 605,390
  うち繰越分↓

317,852

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

・年間を通じた防犯パトロール
・町民会議・社会教育委員・補導委員・教育委員による夏休み期間の防犯パトロール（新型コロナウイルス
感染症を考慮し、令和4年度は生涯学習課員のみでパトロールを実施）
・11月の「全国青少年健全育成強調月間」に合わせた街頭啓発活動
（令和4年度は阿波加茂駅前・三加茂中学校・三好中学校で実施）
・人権事業と合同で人権フェスタを実施
・有害図書の回収を目的とした白ポストの点検及び図書の回収
・子ども110番の組織体制の見直し
・学校への立哨旗や組織体制の見直し

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　三好警察署管内での青少年の補導・検挙件数は減少しており、また町内での不審者目撃情報も減少傾
向にある。
　青パトを使った町内パトロールや街頭啓発キャンペーン等の活動及び活動に伴う各関係団体との連携
により、町内の防犯意識の高まりを促進する機会が増えた。

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町内の青少年 対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　安心・安全な環境のもと、青少年の健全育成ができる町づくり・社会づくりを行う。

事業継続年数 事業開始年度 昭和62年度

分野別施策 ５　青少年の健全育成 所 属 長 岸本 利則

主な施策 １　青少年健全育成体制の充実 電話番号 79-3217

第２次
総合計画体系

政策目標 ２　豊かな心を育むまち 担当部署 生涯学習課

根拠法令等

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 青少年育成東みよし町民会議 整理番号 1314-009

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


